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工藤直子の散文詩「てつがくのライオン」を読み、以下の課題を実施してください。 

 

（１） ライオンにとって、「てつがく」とはどういうことであるか。以下のポイントに注意して、 

ライオンの「てつがくのイメージを説明してください。 

・「てつがくする」「てつがくになる」といった表現の違いにも注意する。 

・ライオンの「てつがく」はどこがどんなふうに「てつがく」らしいのか説明する。 

 

（２） あなたにとって「てつがく」とはどんなことでしょう。あなたの「てつがく」のイメージをもとに、 

「てつがくの○○」という詩を書いてください。○○に何をあてはめるかは自由です。 

 

≪参考図書≫ 

■工藤直子『てつがくのライオン―工藤直子少年詩集（詩の散歩道）』理論社1982年 

―課題は、この本全体ではなく、この詩集に収められた同名の詩です。 

―同じ詩は、同著者の他の詩集等にも含まれています 

（工藤直子『ともだちは緑のにおい』理論社2008年、ほか）。 

課題17    「てつがく」って何だろう？ 


